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⼦子 �
̶— ⻄西 ⼦子 	  

⼤大 ⼤大 	  
⽕火⼭山  　	  

	  

⻄西 	  

	

⽣生⽇日 	  
 　 ⽉月 ⽇日 	  

	  
⼤大 	  

	  

⾏行行⽅方 	  
	  

	  
	  

 　 　 ⽕火 ⾯面 	  
 　 　 ⽣生	  

撮影：国際航業株式会社 
気象庁資料より作成 

写真提供：国際航業株式会社 

	  

⽇日 ⾚赤⼗十 	  

	  
  ⽇日

	  
  	  
 

	  
  ⾶飛
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1993年10月9日撮影　定池家所蔵 

⽉月 ⻘青 	  

2003年10月　定池撮影 

⻘青 	  

⼦子 	   	  

  ⼩小

⾼高 	  
⽉月

⼩小 ⼩小
	  

⼦子 	   	  

  ⼤大 ⽣生 ⾼高 	  
 
⽣生 ⾼高 	  
  ⾼高

	  
  ⾃自 ⼦子 ⾒見見

⾏行行 	  
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⾼高 	  

  ⽣生
	  

  ⾨門
⼤大 ⼤大

⽣生
	  

	  

  ⼦子
	  

  ⽣生 ⾃自⾝身 ⼒力力
	  

  ⼀一
⾒見見 	  

⼦子 �
	  

	  

	  
⽬目 ⾒見見 	  

	  

⾒見見 	  

  ⾝身
	  

 
	  

  ⾯面 	  
  	  
  	  

	  

 
⼦子 	  

  ⾒見見 	  

 
	

	

	  

	  
⻘青 	  

⽉月 ⽉月 	  
	  

⽰示 ⽂文 	  
 　 ⼟土 	  

⽉月 	  
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  ⽤用
⻄西 	  

⾼高 ⻘青 ⼩小 	   	  
 

	  
 

⽤用
⼤大 	  

 
⽣生

⽅方 	  
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阪神・淡路大震災を通じて 

神戸市消防局予防部予防課 
地域防災支援係 竹中 邦明 

阪神・淡路大震災の概要阪神・淡路大震災の概要阪神・淡路大震災の概要阪神・淡路大震災の概要阪神・淡路大震災の概要阪神・淡路大震災の概要
１ 発 生 

 

 

 

 

 

  

２ 被害（市外含む） 

  

発発発発発発発発発発 生生生生生

日 時 1995年１月17日（火）５時46分 
深 さ 約16km 
規 模 マグニチュード7.3 
震 度 ７ 震震

特 徴 大都市直下型 横揺れと立揺れ 

被被被被被被被被 市外害（害

死 者 6,434人（含行方不明２人） 
負傷者 

6,434
43,792人 

全・半壊棟数 
43,792
249,180棟 

資料２　　志津川中学校　全校生徒対象研修会資料
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資料２　　志津川中学校　全校生徒対象研修会資料



80

兵庫県立御影高等学校にて 

１９９５．０１．１７ ０５：４７a.m.
写真提供

兵庫県立神戸鈴蘭台高等学校

浅堀 裕 教諭（震災時御影高校教諭）
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まちを自分たちで守る 

神戸市民による自主防災組織の立ち上げ（平成７年～）

 「神戸市防災福祉コミュニティ」

 通称：ＢＯＫＯＭＩ エリア：小学校校区 ※市内１９１団体

防災活動(防災訓練など） 福祉活動(地域の祭りなど） 

日ごろの福祉的な活動を防災につなげる 

自治会        事業所 

老人会        青少協 

婦人会        消防団 

PTA          その他 

民生児童委員 
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震災時の恩返し 
震災経験と教訓を国内外へ 
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コスタリカ 

  神戸市は、世界中の方々に助けられ、復興を成し遂げました。

”災害はいつやって来るか分からない”
”自分たちのまちは自分たちで守る”

  震災教訓を世界中の方々に伝えることが私たちの使命です。

がんばろう日本！ 

Ｄｅｓｉｇｎ 予防課 池原 
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何
年

目
？

 
 

� � は ど ん な ふ う に 暮 ら し て る ？ 

町 ・ � � と 、 ど う 関 わ っ て る ？ 

    

こ ん な � � に な っ て ほ し い 。 

こ ん な � � � � � が で き た ら い い

 

  

２
年
目
：
高
校
入
学
 

 
・
プ
ー
ル
で
ち
ゃ
ん
と
泳
げ
る
よ
う

 
に
な
る

 
 
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る

 
 
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
な
い
高
校
に
行
く

 
 
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
級
を
と
る

 
 
・
た
く
さ
ん
友
達
を
つ
く
る

 
 
・
高
校
に
入
っ
た
ら
帰
っ
て
こ
な
い

 
 

 
 

５
年
目
：
高
校
を
卒
業
 

 
・
自
衛
隊
に
入
る

 
 
・
ど
っ
か
住
み
心
地
の
よ
い
所
に
行
く
。

 
 
 
志
津
川
に
帰
っ
て
く
る
の
は
年
４
～

 
５
回
位
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら

 
職
を
探
す

 
 
・
大
学
に
行
く
！

 
 
・
勉
強
し
に
韓
国
へ
行
く

 
・
大
学
に
行
き
な
が
ら
音
楽
活
動
を
す
る

 
 
・
遊
び
に
中
国
に
行
く

 
 
・
１
年
程
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
暮
ら
す

 
 

 

将
来
は
？
 

 
・
将
来
弁
護
士
に
な
る

 
 
・
目
指
せ
、
特
攻
隊
！

 
 
・
将
来
、
歌
手
に
！

 
 
・
高
校
卒
業
後
、
専
門
学
校
に
行

 
っ
て
ト
リ
マ
ー
の
仕
事
に
就
き
た
い

 
・
２
５
歳
ま
で
に
三
曹
に
昇
任
、
家
を
借

り
る

 
・
看
護
学
校
に
行
く

 
・
役
場
職
員
に
な
っ
て
、
の
ん
び
り
と
町

 
民
（
市
民
）
た
ち
と
交
流
を
深
め
た
い

 
（
志
津
川
で
は
な
い
）

 

２
年
目
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
年
目
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
将
来
は
？
 
 
 

高
校
入
学
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
校
卒
業
 
 
 
 
 

�
�
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戸
�

の
好

き
な
と
こ
ろ

 

 西
戸

集
落
：
道

路
で
遊

べ
る
、

 

 在
郷

：
ユ
ニ
ー
ク
な
人

が
多

い
 

雰
囲

気
が
暖

か
い

 

車
が

あ
ま
り
通

ら
な
い

 

川
で
○

○
が

で
き
る

 

水
道

水
が
美

味
し
い

 

 津
の

宮
：自

宅
が
い
い

 

静
か

 

 滝
浜

：
み

ん
な
仲

が
良

い
 

旧
小

学
校

 

 長
清

水
が
好

き
 

 

●
T
O

G
U

R
A
デ
ィ
ズ
ニ
ー

 

ラ
ン
ド
＆
シ
―

 

●
漁

業
復
活

！
 

●
店

と
か

病
院

が
ほ
し
い

 

●
防

波
堤
を
直

す
 

●
イ
オ
ン
を
つ
く
る

 

●
お
寺
を
直

す
 

●
地

盤
が
低

い
と
こ
ろ
は

 

き
れ

い
に
整

備
し
て
公

園
に
し
、

 

観
光

客
を
呼

び
寄

せ
る

 

●
自

然
を
減

ら
さ
な
い
で

 

家
や

お
店

を
建
て
る

 

●
気

仙
沼
線

を
復
活

 

●
自

由
 

●
在

郷
の
人

だ
っ
た
ら
在
郷

の
人
で

 

集
ま
っ
て
集
落

を
つ
く
る

 

●
潮

干
狩

り
が

楽
し
め
る

 

場
所

を
つ
く
る

 

●
農

業
が
で
き
る
よ
う
に

 

田
畑

を
復
旧

す
る

 

●
高

台
に
住

宅
地

を
つ
く
る

 

●
道

の
駅
を
つ
く
る

 

１
班

 



86

何
年

目
？

 
 

� � は ど ん な ふ う に 暮 ら し て る ？ 

町 ・ � � と 、 ど う 関 わ っ て る ？ 

    

こ ん な � � に な っ て ほ し い 。 

こ ん な � � � � � が で き た ら い い

 

  

・
人
の
役
に

 
 
立
つ
仕
事

 
 
（
県
内
）

 

・
戸
倉
に
い
る

 
南
三
陸
で
働
く

 
   ・
多
分
宮
城
県
内
に
い
て

 
安
定
し
た
職
業
に
つ
き
、
安

 
定
し
た
生
活
を
お
く
っ
て
い
る

 
・
平
凡
に
暮
ら
す
（
県
内
）

 
  
 
 
・
津
波
が
絶
対
な
い
場
所
 
 
 
 
 
 
・
都
会
で
生
活
 
 
 
 
 
 
 
 
・
隠
居
。
仙
人
の
よ
う
な

 
 
 
 
キ
レ
イ
な
場
所
で
の
ん
び
り

 
 
 
 
暮
ら
し
た
い
。
ヨ
ガ
を
し
た
り

 
 
 
 
女
に
磨
き
を
か
け
る
。
働
く
。

 
  

 
 
 
 
 

 

１
年
目
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
5
年
目
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
1
0
年
目
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
班
 

こ
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
！
！
 

・
今
ま

で
と

同
じ
よ

う
に

復
旧

す
る
の

で

は
な
く
、
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
に
。
ー

 
・
欠
点
を
改
善
す
べ
き

 
・
今
ま
で
あ
っ
た
店
や
・
道
・
植
物
・

 
仕
事
・
住
宅

 
・
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
を
建
て
る

 
・
仕
事
を
つ
く
る
・
増
や
す

 
・
道
路
を
な
お
す

 
・
再
建

 
・
信
号
を
つ
く
る

 

私
達
に
で
き
そ
う
な
こ
と
 

 
・
チ
ラ
シ
づ
く
り

 
 
・
商
品
開
発
の
手
伝
い

 
 
・
い
ろ
ん
な
人
に
伝
え
る

 
 
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 
 
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
る

 

・
目
標
：
い
つ
も
通
り
普
通
の
生
活
を
と
り
も
ど
す

 
・
い
つ
も
ど
お
り
「
普
通
」

 
・
い
つ
も
ど
お
り
「
平
和
に
」

 
・

震
災

前
の
よ

う
に
キ

レ
イ

に
な
っ

て
い
て

も
と

ど
お
り

に
、

そ
れ
以
上
に
発
展

 
・
良
い
と
こ
ろ
が
も
ど
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

 
・
あ
ん
ま
り
か
わ
ら
な
い
で
ほ
し
い
 

・
今
よ
り
は
“
少
し
”
発
展

 
・

今
は

地
域

を
離

れ
て

い
る

人
も

戻
れ

る
震

災
に

強
い

ま
ち

に
！

 
・
ジ
ャ
ス
コ
じ
ゃ
な
く
て
サ
ン
ポ
ー
ト
で
十
分

 

戸
倉
：
 

  南
三
陸
：
 

  県
内
：
 

  県
外
：
 

  国
外
：
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す
べ

て
チ
ャ
リ
で
行
け
る
、
近
い
。
食

べ
物
が

美
味

し
い
。

 
自

然
が
多

い
。

 
海

産
物

が
豊
富

で
た
ま
に
高

級
な
も
の
が

食
べ
ら
れ

る
 

海
が

近
く
漁

業
が
盛

ん
 
静
か

 
住
み

や
す
い

 
夜
が

と
て
も
静

か
 
星

が
キ
レ
イ

 
水

が
美

味
し
い

 

●
サ

ン
ポ
ー
ト
２
号
 

●
映

画
館

 

２
班
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何
年

目
？

 
 

� � は ど ん な ふ う に 暮 ら し て る ？ 

町 ・ � � と 、 ど う 関 わ っ て る ？ 

    

こ ん な � � に な っ て ほ し い 。 

こ ん な � � � � � が で き た ら い い

 

  

２
年
目
：
志
津
川
中
学
校
に
移
動
 

 
・
友
達
が
増
え
る

 
 
・
友
達
が

10
0
人
を
超
え
る

 

３
年
目
：
高
校
入
学
・
高
校
生
活
 

 
・
高
校
に
入
学
す
る

 
 
・
志
津
川
高
校
に
入
学
す
る

 
 
・
登
米
高
校
に
入
学
。
彼
女
が
で
き
る
。

 
 
・
高
校
に
入
学
。
調
理
を
学
ぶ

 
４
年
目
：
 

 
・
普
通
の
生
活
！
！
 
・
バ
イ
ト
を
始
め
る
 

・
青
春

 
 
・
家
が
で
き
る
 
 
 

・
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る

 
 
・
毎
日
、
何
だ
か
ん
だ
で
メ
ッ
チ
ャ
青
春
過
ご
す
。

 
 

５
年
目
：
高
校
を
卒
業
 

 
・
大
学
入
学
を
考
え
は
じ
め
る

 
 
・
専
門
学
校
入
学
を
考
え
は
じ
め
る

 
６
年
目
：
自
分
の
道
へ
 

 
・
町
外
で
就
職

 
 
・
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。

 
・
ル
ー
ム
シ
ェ
ア

 
 
 
 
 
・
専
門
学
校
入
学

 
 
・

ko
na

m
iに

入
社
。
中
の
上
位
の

 
給
料
を
も
ら
う

 ７
年
目
：
成
人
す
る
 

 
・
成
人
式
を
迎
え
る

 
 
・
一
人
暮
ら
し
を
す
る

 
 
・
酒
を
飲
む

 
 
・
合
コ
ン
を
は
じ
め
る
。

 
泣
き
た
く
な
っ
て
く
る

 
・
仙
台
で
仕
事
を
は
じ
め
る

 
・
フ
ラ
ン
ス
に
料
理
の
修
行

 
 
に
行
く

 
８
年
目
：
 

・
仙
台
で

O
L
に
な
る

 
・
東
京
に
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係

 
の
仕
事
を
は
じ
め
る

 

８
年
目
続
き
：
 

 
・
株
が
軌
道
に
乗
り
は
じ
め

 
金
が
ガ
ッ
ポ
ガ
ッ
ポ

 
９
年
目
：
 

 
・
仕
事
が
忙
し
く
な
る

 
 
・
就
職
！
！

 
1
0
年
目
：
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
へ
 

・
料
理
人
に
な
る

 
・
看
護
師
に
な
る

 
・
仕
事
が
安
定
す
る

 
・
仕
事
が
ノ
リ
に
の
る
 
・
婚
活

 
・
結
婚
 
・
結
婚
を
考
え
始
め
る

 
・
趣
味
に
す
べ
て
を
費
や
す

 

２
年
目
：
 
 
 
 
３
年
目
：
 
 
 

４
年
目
：
 
 
5
年
目
：
大
学
希
望
 
 
7
年
目
：
 
 
 
 
 
 
 
1
0
年
目
：
結
婚

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３
班
 

志
中
に
移
動
 
 
 
高
校
入
学
 
 
 

高
校
生
活
 
 
 
o
r 
自
分
の
道
へ
 
 
 
成
人
式
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
へ
 

1
年
目
：
 

 
・
ゲ
ー
セ
ン
な
ど
遊
ぶ
と
こ
ろ
が

 
増
大

 
2
年
目
：
 

 
 
・
瓦
礫
が
か
た
づ
い
て
、
ア
パ
ー
ト

 
等
が
少
し
ず
つ
建
て
ら
れ
て
い
く

 
 
・
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
が
で
き
る

 
 
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
店
が
出
来
始
め
る

 
・
瓦
礫
が
減
っ
て
き
て
建
物
が
増
え
る

 
3
年
目
：
 

・
3
年
目
ま
で
に
瓦
礫
が
無
く
な
る

 
・
戸
倉
に
コ
ン
ビ
ニ
が
で
き
る

 
・
子
ど
も
の
遊
び
場
が
で
き
る

 

3
年
目
つ
づ
き
：
 

 
・
子
ど
も
の
遊
び
場
が
で
き
る

 
 
・
瓦
礫
の
撤
去
が
終
わ
る

 
 
・
他
県
に
行
っ
た
人
々
が
戻
っ
て
く
る

 
 
 
・
カ
ラ
オ
ケ
が
で
き
る

 
 
・
セ
イ
ム
ス
が
で
き
る

 
 
・
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
が
で
き
る

 
 
・
サ
ン
ポ
ー
ト
が
で
き
る

 
・

2～
5
年
目
コ
ン
ビ
ニ
が
で
き
る

 
4
年
目
：
 

・
家
が
建
つ

 
・
瓦
礫
が
な
く
な
っ
て
志
津
川
に
ウ
ジ

 
エ
ス
ー
パ
ー
が
ま
た
建
つ
！

 

4
年
目
つ
づ
き
：
 

 
・
イ
オ
ン
が
で
き
る

 
 
・
瓦
礫
が
す
べ
て
な
く
な
る

 
 
・
家
が
た
く
さ
ん
で
き
る

 
 
6
年
目
：
 

 
・
家
が
立
ち
は
じ
め
る

 
 
・
さ
わ
や
か
公
園
が
復
活
す
る

 
 
・
子
ど
も
が
楽
し
め
る
町

 
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
ち
ょ
っ
と
ず
つ
家

 
が
建
っ
て
く
る

 
・
戸
倉
が
都
会
に
な
る

 
・
み
ど
り
が
増
え
自
然
が
豊
か
に
な
る

 
・
高
台
に
家
が
建
っ
て
い
る

 

6
年
目
つ
づ
き
：
 

 
・
子
ど
も
の
遊
び
場
が
で
き
る

 
7
年
目
：
 

 
・
他
県
か
ら
の
人
で
商
店
街
が
賑
わ
う

 
 
8
年
目
：
 

 
・
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が

 
出
来
る

 
9
年
目
：
 

・
前
よ
り
賑
わ
い
の
あ
る
町
に
な
る

 
1
0
年
目
：
 

・
中
心
都
市
が
宮
城
に
な
る

 
・
イ
オ
ン
志
津
川
店
、
プ
ラ
モ
専
門
店

 
が
で
き
る

 
・
志
津
川
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
出
来
る
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こ
�
�
戸

倉
が

�
�
�

 

・
我

が
家
、
さ
わ

や
か

公
園
、
戸

倉
中

学
 

・
戸

倉
小
学

校
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

 

・
海

の
も
の

、
家
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

 

・
家

 

・
た
こ
、
さ
わ
や

か
公
園

 

・
水

戸
辺
漁

港
、
釣

り
 

・
山

宴
の
滝

、
リ
ア
ス
の

森
、
サ

ン
ポ
ー
ト

 

・
我

が
家

（猫
が
い
た
）、

さ
わ
や

か
公
園

 

●
病

院
 

●
病

院
 

●
警

察
署

 

●
カ
ラ
オ
ケ

 ●
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

 

●
ゲ
オ

 

●
売

店
 

●
人

工
滝

 ●
和

明
 

●
コ
ン
ビ
ニ

 

●
イ
オ
ン
志
津

川
店

 

●
プ
ラ
モ
東

間
店

 

●
ヤ
マ
ダ
電

気
 

●
ブ
ッ
ク
オ
フ

 

●
ウ
ジ
エ

 

●
病

院
 

●
銀

行
 

●
ア
ニ
メ
イ
ト

 

ゲ
ー
セ
ン
�

 
志

津
川

 

�
�
�
ニ
ー
ラ
ン
�

 

�
店

�
 

�
�

�
�
 

�
�

�
�
ー

 

３
班
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何
年

目
？

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
�

�
 

� � は ど ん な ふ う に 暮 ら し て る ？ 

町 ・ � � と 、 ど う 関 わ っ て る ？ 

    

こ ん な � � に な っ て ほ し い 。 

こ ん な � � � � � が で き た ら い い

 

  

仕
事
を
し
て
い
る
 

 
・
ど
っ
か
で
働
い
て
い
る
と
か
家
で
漁
業
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
 
 
 
 
 
 
・
町
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

 
 
・
戸
倉
に
は
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
多
分
仕
事
を
し
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
 
 
 

・
多
分
、
仙
台
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

 
 
・
大
学
を
卒
業
し
て
ど
こ
か
で
仕
事
を
し
て
い
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
仙
台
あ
た
り
の
専
門
学
校
に
行
っ
て
職
に
つ
い
て
い
る
と
思
う

 
 
・
多
分
、
仕
事
を
し
て
い
る

 
 
・
戸
倉
に
は
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
南
三
陸
町
内
に
は
い
る
か
も
し
れ
な
い

 

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
 

 
・
南
三
陸
の
夏
祭
り
な
ど
の
行
事
に
参
加
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
も
し
戸
倉
外
に
い
る
な
ら
お
正
月
や
潮
騒
踊
り
の
と
き
に
は
帰
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

 
 
・
お
正
月
あ
た
り
に
と
か
。
お
墓
参
り
に
帰
っ
て
く
る
と
か
 
 
 
 
・
年
に
１
回
は
戸
倉
に
帰
る
。
行
事
な
ど
が
あ
れ
ば
帰
る
と
思
う

 
 
・
も
し
家
を
出
て
い
る
な
ら
何
か
あ
る
と
き
に
は
帰
っ
て
く
る
 
 
 
・
懐
か
し
く
な
っ
た
と
き
に
帰
っ
て
く
る

 
 
・
小
学
校
か
中
学
校
で
野
球
の
指
導
者
を
す
る

 
 
・
何
ら
か
の
行
事
に
は
帰
っ
て
く
る

 
 
・
お
正
月
や
お
盆
な
ど
に
帰
っ
て
く
る

 

戸
倉
に
人
を
呼
ぶ
た
め
に
 

 
・
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
く
る

 
 
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
仕
事
を
増
や
す

 
 
・
海
を
み
て
も
ら
う

 
 
・
町
の
ブ
ロ
グ
み
た
い
な
の
を
つ
く
る

 
 
・
寄
付
を
集
め
災
害
に
あ
っ
た
自
然
環
境
を
戻
す

 
 
・
海
産
物
（
海
や
山
な
ど
）
の
ア
ピ
ー
ル
、
売
り
出
し
、

 
漁
業
体
験
な
ど
を
す
る
な
ど

 
 
・
い
い
と
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

 
 
・
ホ
テ
ル
観
洋
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る

 
 
・
祭
り
を
も
っ
と
す
る

 
 
・
海
産
物
を
売
り
出
す

 
 
・
海
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

 

  
・
オ
ク
ト
パ
ス
君
を
大
量
生
産

 
○
戸
倉
に
人
と
よ
ぶ
た
め
に
世
界
へ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
？

 
 
・
海
産
物
 
特
産
物

 
 
・
海
を
見
て
も
ら
う

 
 
・
漁
の
体
験
ツ
ア
ー
、
植
林
体
験

 
 
・
町
の
ブ
ロ
グ
を
つ
く
る

 
 
・
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
す

 
○
戸
倉
と
ど
ん
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
か

 
 
・
野
球
の
指
導
者
 
・
お
正
月
 
・
夏
祭
り
 
 
・
寺
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●
天

女
塚

、
犬

塚
を
な
お
し
て

ほ
し
い

 

●
戸
倉
か
ら
み
え
る

 

海
の
景
色

 

●
警
察
署

 

●
滋
眼
寺

 

●
さ
わ
や
か
公
園

 
●
た
こ
や
き
や
さ
ん
の

 

キ
ャ
ラ
メ
ル
味
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

 

●
自
然
が
多
い

 

●
山

や
自

然
が

多
い

と
こ
ろ

 

●
緑
豊
か
な
と
こ
ろ

 
●

戸
倉

中
か

ら
見

え
る

海
の
景
色

 

●
オ
ク
ト
パ
ス
君
工
場

 

●
前
よ
り
も
便
利
な

 

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

 

●
戸

倉
公

民
館

を
も
う
一

度

つ
く
っ
て
ほ
し
い

 

●
朝
日
が
美
し
い

 

●
道
路

 
●
サ
ン
ポ
ー
ト

 

●
海
が

近
い
の

で
た
く
さ
ん
遊

べ
て

よ
か
っ
た

 

●
戸

倉
に

ま
た

セ
ブ
ン

が
ほ
し
い

 

●
フ
ァ
ミ
マ
を
セ
ブ
ン
跡

地
に
建
て
て
ほ
し
い

 

●
セ
ブ
ン
を
ロ
ー
ソ
ン
に

し
て
ほ
し
い

 

４
班
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何
年

目
？

 
 

� � は ど ん な ふ う に 暮 ら し て る ？ 

町 ・ � � と 、 ど う 関 わ っ て る ？ 

    

こ ん な � � に な っ て ほ し い 。 

こ ん な � � � � � が で き た ら い い

 

  

 
・
志
津
川
中
学
校
に
行
く

 
 
 
 
 
 
 
・
町
に
活
気
が
戻
っ
て
く
る

 
 
 
 
 
 
 
・
教
科
書
に
載
っ
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
戸
倉
中
学
校
卒
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
志
津
川
高
校
入
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
南
三
陸
町
に
は
住
ま
な
い
け
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毎
年
お
墓
参
り
に
は
く
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
今
回
の
災
害
が
教
科
書
に
載
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
南
三
陸
に
町
が
た
ち
は
じ
め
て
く
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
南
三
陸
町
に
戻
っ
て
き
て
住
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
南
三
陸
町
に
公
共
施
設
が
建
っ
て
い
る

 

１
年
目
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５
年
目
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
０
年
目
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５
班
 

１
３
歳
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
８
歳
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
３
歳

 
 

つ
く
る
も
の
：
 

 
・
前
と
一
緒
の
家
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
堤
防
の
高
さ
は
今
回
の
震
災
時
の
津
波
高
さ

+５
ｍ
位
 
 
・
後
世
に
伝
え
る
博
物
館

 
 
・
震
災
で
残
っ
た
建
物
を
残
し
て
ほ
し
い
 
 
 
・
震
災
の
こ
と
を
伝
え
る
公
園
 
・
大
型
ス
ー
パ
ー
 
 
 
 
・
防
波
堤
を
作
り
い
っ
ぱ
い
釣
り
が
で
き
る
よ
う
に

 
 
 
・
新
し
い
建
物
 
 

・
自
然
 
 
 
 
 
 
 
 
・
養
殖
場
 
 
・
森
林
 
 
・
学
校
 
・
家
 
・
川
 
 
 
 
・
公
園

 
・
遊
び
場
 
・
つ
り
具
店
 
・
色
ん
な
店

 
 
・
鮭
が
戻
っ
て
こ
れ
る
よ
う
な
川
 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
を
忘
れ
な
い
た
め
に
残
し
て
お
く
 
 
 
 
 
・
無
料
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 

・
イ
オ
ン

 
 
・
魚
を
養
殖
す
る
と
こ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
町
民
が
元
気
な
町
 
・
戸
倉
の
有
名
な
料
理

 

な
く
す
も
の
：
 

 
・
壊
れ
て
い
る
建
物

 
 
・
溜
ま
っ
て
い
る
水

 
 
・
瓦
礫
 
 
・
雑
草

 
 
 
・
枯
れ
て
い
る
木

 

 
・
町
民
が
戻
っ
て
く
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
南
三
陸
町
で
ア
イ
ナ
メ
が
釣
れ
る
よ
う
に
な
る

 
 
 
 
・
漁
業
が
盛
ん
に
な
る
 
 
 
 
 
 
 
 
・
海
が
綺
麗
に
な
っ
て
つ
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

 
 
 
 
・
海
が
綺
麗
に
な
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
し
お
っ
ぴ

 
 
 
 
 
 
 
・
南
三
陸
町
に
住
ん
で
い
な
い
 
 
・
復
興
し
た

南
三
陸
が
た
く
さ
ん
テ
レ
ビ
に
で
る

 
 
 
 
 
 
 
 
で
も
た
ま
に
帰
っ
て
く
る

 
 
 
 
 
 
 
・
南
三
陸
町
に
い
な
い
け
れ
ど

 
遊
び
に
き
た
り
し
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
・
戸
倉
の
折
立
に
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
で
き
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
志
津
川
に
頑
丈
な
防
波
堤
が
で
き
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
瓦
礫
が
な
く
な
り
町
が
綺
麗
に
な
っ
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
人
や
町
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
を
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
町
が
復
興
し
て
海
が
綺
麗
に
な
っ
て
魚
が
戻
っ
て
く
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
も
と
ど
お
り
の
明
る
い
町
に
な
る
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�
�

�
 

�
�

�
�

�
�

�
�

�
 

●
た
こ
や
き
や
さ
ん
●
モ
ア
イ
●
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
●
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
●
ケ
ン
ズ
●
ニ
ト
リ
●
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
●
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
●
つ
り
具
店

 

●
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
●
接
骨
院

●
イ
オ
ン
戸
倉
店
●

T
U

T
A

Y
A
●
戸
倉
小
学
校
●
戸
倉
中
学
校

●
戸
倉
保
育
所
●
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
コ
ー
ン
ズ
●
ゲ
オ

 

●
ト
イ
ザ
ラ
ス
●
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
●
交
番
●
住
宅
地
●
家
●
神
社
●
高
台
の
避
難
所
●
三
陸
道

●
未
来
屋
書
店
●
ピ
ザ
ハ
ッ
ト
●
ス
ポ
ー
ツ
店

 

●
銀
行
●
公
園
●
病
院
●
郵
便
局
●
観
光
地

 

●
サ
ン
ポ
ー
ト
２
号
 

●
映
画
館

 

５
班
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何
年

目
？

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�
�
�
�
�
�
�
�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�
�
�
�

�
�
�
�
�
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�
�
 

� � は ど ん な ふ う に 暮 ら し て る ？ 

町 ・ � � と 、 ど う 関 わ っ て る ？ 

    

こ ん な � � に な っ て ほ し い 。 

こ ん な � � � � � が で き た ら い い

 

  

 
・
高
校
生
（
志
津
川
高
校
？
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
ゲ
ー
ム
を
つ
く
る
仕
事
を
し
て
い
る
 
・
戸
倉
に
い
る

 
 
・
戸
倉
に
住
ん
で
い
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
気
仙
沼
地
域
の
学
校
で
学
年
主
任
 

・
町
の
手
伝
い
 
・
１
年
中
戸
倉
に
い
る

 
 
・
高
校
生
に
な
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
同
じ
小
泉
に
大
き
な
家
を
た
て
て
犬
を
飼
っ
て
住
む
 

 
 
・
多
分
仙
台
に
住
ん
で
い
る
（
仙
台
の
親
戚
に
お
い
で
と
い
わ
れ
た
）
 
 
 
 
・
東
京
に
い
っ
て
ゲ
ー
ム
関
係
の
仕
事
に
つ
き
た
い

 
 
・
高
校
３
年
生
（
気
仙
沼
高
校
？
！
）
普
通
に
生
活
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
仙
台
か
戸
倉
に
い
る
 
 
・
理
容
師
に
な
っ
て
い
る

 
 
・
お
そ
ら
く
気
仙
沼
市
に
い
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
南
方
に
住
む
 
・
海
の
仕
事
に
つ
い
て
い
る
 
・
海
で
漁
師

 
 
 
 
 

 
 

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
 

 
・
南
三
陸
の
夏
祭
り
な
ど
の
行
事
に
参
加
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
も
し
戸
倉
外
に
い
る
な
ら
お
正
月
や
潮
騒
踊
り
の
と
き
に
は
帰
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

 
 
・
お
正
月
あ
た
り
に
と
か
。
お
墓
参
り
に
帰
っ
て
く
る
と
か
 
 
 
 
・
年
に
１
回
は
戸
倉
に
帰
る
。
行
事
な
ど
が
あ
れ
ば
帰
る
と
思
う

 
 
・
も
し
家
を
出
て
い
る
な
ら
何
か
あ
る
と
き
に
は
帰
っ
て
く
る
 
 
 
・
懐
か
し
く
な
っ
た
と
き
に
帰
っ
て
く
る

 
 
・
小
学
校
か
中
学
校
で
野
球
の
指
導
者
を
す
る

 
 
・
何
ら
か
の
行
事
に
は
帰
っ
て
く
る

 
 
・
お
正
月
や
お
盆
な
ど
に
帰
っ
て
く
る

 

今
の
ま
ま
が
い
い
も
の
 

 
・
祭
り

 
 
・
戸
倉
に
あ
る
島

 
 
・
南
三
陸
の
魚

 
 
・
海

 
 
・
志
津
川
湾

 
 
・
森

 
・
み
ん
な
の
素
直
さ

 
 
・
の
り
、
わ
か
め
、
さ
け
、
あ
わ
び
、
う
に
、
た
こ

 
 
・
が
ん
ば
れ
 
心
 
キ
モ
チ

 
 
・
わ
れ
ら
の
力
 
 
・
自
分
の
家
 
 
・
モ
ア
イ

 
 
・
天
女
塚
、
狗
塚
、
神
桂
の
石

 
 
・
海
を
き
れ
い
に
 
山
を
き
れ
い
に

 

新
し
く
で
き
る
と
い
い
も
の
 

 
・
ア
ニ
メ
イ
ト
 
 
・
動
物
園

 
 
・
病
院
 
 
 
 
 
・
遊
園
地

 
 
・
ゲ
ー
セ
ン
 
 
 
・
会
社
を
つ
く
れ
る
土
地

 
 
・
ス
ー
パ
ー
 
 
 
・
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
（
実
家
あ
り
） 

 
・

G
E

O
 
 
 
 
 
・
高
層
ビ
ル

 
 
・
ジ
ャ
ス
コ
（
２
階
か
？
）
、
イ
オ
ン

 
 
・
し
ま
む
ら
 
 
 
 
・
タ
イ
ム
マ
シ
ン

 
 
・
ツ
タ
ヤ
 
 
 
 
 
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

 
 
・
新
し
い
ま
ち
 
 
 

 
 
・
フ
ァ
ミ
マ
、
サ
ン
ク
ス

 
 
・

JR
の
駅
 
・
ま
ち
、
ひ
と
、
セ
ー
ル
、
賑
わ
い

 

な
く
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
 

 
・
が
れ
き

 
 
・
有
害
物
質

 
 
・
悪
い
も
の
す
べ
て
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●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
感
想
 

・
話
し
合
い
を
し
て
た
く
さ
ん
の
意
見
が
で
た
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
復
興
が
す
す
む
よ
う
、
協
力
し
た
い
で
す
。
 

・
た
く
さ
ん
意
見
交
換
な
ど
を
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
私
達
も
復
興
に
向
け
て
も
っ
と
も
っ
と
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

・
今
日
は
町
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
の
で
、
今
度
は
南
三
陸
町
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
全
体
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
で
す
。
 

・
今
日
初
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
 

・
今
日
は
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
未
来
の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
と
わ
か

り
ま
し
た
 

・
あ
ら
た
め
て
こ
の
町
の
こ
と
の
思
い
や
り
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

・
た
く
さ
ん
意
見
が
い
え
て
楽
し
か
っ
た
 

・
町
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
こ
う
い

う
の
は
や
っ
ぱ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
 

・
町
の
復
興
に
つ
い
て
考
え
た
の
で
。
こ
れ
を
実
行
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
 

●
小
学
５
年
生
の
 

宿
泊
学
習
 

●
漁
港
 

●
津
の
宮
の
海
岸
で
 

カ
ラ
ス
に
お
か
し
を
食
べ
ら
れ
た
 

●
川
の
中
に
降
り
て
遊
ん
だ
 

●
戸
倉
中
 

（
図
工
室
か
ら
見
え
る
景
色
、
 

保
健
室
に
や
っ
と
日
が
当
た
っ
て
い
た
、
 

図
書
館
に
よ
く
通
っ
た
、
 

放
課
後
は
毎
日
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
） 

●
戸
倉
小
 

（
す
み
れ
教
室
、
 

パ
ン
と
間
違
え
て
自
分
の
指
を
か
じ
り
血
豆
が
で
き
た
、
 

鉄
の
遊
具
を
へ
こ
ま
せ
た
） 

 

●
家
の
ま
え
の
 

山
か
ら
み
た
海
の
景
色
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復興まちづくりについて 

戸倉中学校 

2011/12/16 

自己紹介 

2012/3/5 2 

東京下町のまちづくり協議会お手伝い 

被災農村との仲間作り交流 

自治会の障がい者避難訓練 

復興まちづくりについて考える 

3 

現在の思い・ 

アイディア出し 

• 10月27日 全校ワークショップ 

• 内容：私達の将来と町の復興(戸倉の好きなところ・        
今後10年間の私達・10年間の町の様子) 

他被災地事例の勉強・ 

自分の関心を確認する 

• 12月16日 ３年生授業 

• 内容：他の被災地の被害と復興  クロスロードゲーム 
•     関心テーマを見つける 

自分の関心を深め、 

具体の提案・行動計画
にまとめる 

• 2月頃 
•内容：テーマを深めるグループワークと提案 
•    10年間の町の復興と関わりについて、再度まとめてみよう 

○ 戸倉地区の復興を考えるワークショップ  

各グループの意見 
今日の授業の予定 

１）他の被災地の被害と復興について （30分） 
•   北海道南西沖地震 （奥尻島）  
•   新潟県中越地震  
•   阪神・淡路大震災 

 
２）クロスロードゲーム  （50分） 
•   ３つの質問に答えて、復興について考えよう 
 
３）ワークシート記入・ふりかえり （20分） 

第二回授業　資料（災害復興事例）
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他の被災地の被害と 
復興について 北海道南西沖地震 

北海道南西沖地震（奥尻島）1993 

津波の高さ（波高）は、稲穂地区で8.5m、 
奥尻地区で3.5m、初松前地区で16.8m 

7月12日午後10時17分 

北海道南西沖地震（奥尻島）1993 

11 12 

第二回授業　資料（災害復興事例）
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北海道南西沖地震（奥尻島）1993 

高台の住宅地 
（移転後） 高台への避難路 

海近くの嵩上げ住宅地 海近くの避難施設 

メモリアル （奥尻島津波館） 

もの・文献等も含め、 
災害資料の収集は殆ど行われていない。 

外観 

復興過程の再現模型など 

慰霊のためのモニュメント 

DRI 

15 

津波災害の伝承・記録・発信 
津波被害の資料収集や展示は世界的にも少ない 
→建物の建設だけでなく、展示資料などの収集が必要 
  

奥尻島津波館 稲村の火館 
（津波防災教育センターも併設） 

インド洋津波 
インドネシア・アチェ 
2011年開館 
（災害遺物の収集未実施） 

DRI 

16 

新潟県中越地震 

新潟県中越地域 棚田の風景 元気なお年寄り 

受け継がれる伝統行事 

コシヒカリの産地 

第二回授業　資料（災害復興事例）
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新潟県中越大震災 

・最大震度7（川口町）の大震災 
・小千谷市、十日町市、長岡市、見附市周辺で高齢者や子供を中心に死 
 者がでる。 
・家屋の全半壊はおよそ1万6千棟に及んだ。 
・中山間地の集落では、ライフラインの寸断により一時陸の孤島となる。 

 

長岡市小国町法末集落の県道の崩落 

中越大震災被災地 

川口 

長岡－小千谷間県道の崩落 
（妙見町の崩落） 

旧山古志村木籠集落の水没 

中越地震の被害 
 死  者：  68名 
 負  傷  者： 4,805名 
 被災家屋： 1万６千棟 
 被害総額： 約３兆円 
  

川口町和南津集落の「SOS」 

水没した木篭集落

震災で加速度的に進んだ 
中山間地域での問題 

世帯数の減少 
年中行事の断絶 
耕作放棄地の増加 

コミュニティ機能の低下 

地震がきっかけで見つめなおした 
自分の地域 

「ご近所づきあい」の大切さ 

生きがいとしての「土いじり」 
「外の人」とのふれあい 

中越地域復興支援員 

長岡、小千谷、川口、十日町、魚沼、南魚沼
に地域復興支援センターを設置 
 
被災地域のコミュニティ機能の維持、再生や
地域復興支援のため、公共的団体等が「地域
復興支援員」を設置する。 
 

第二回授業　資料（災害復興事例）
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長岡市 浦瀬地区 
（集落周辺の低地に移転）

小千谷市 東山地区（６集落） 
（市街地に一部移転・ 
        外部の人と一緒） 

 

川口町 小高集落 
（集落全体で平地に移転） 
 

長岡市 山野田集落 

長岡市 西谷集落
（集落内の平地に移転）

N 

0 5km 

北陸自動車道

関越自動車道

信濃川

復興過程における集落移転の合意形成と生活再建 （中越地震）

旧山古志村（長岡市） 
（集落に近接する丘の上に移転） 

 

長岡駅

小千谷駅

川口駅

山野田

１０ｋｍ

集落移転の課題 
・集落全部で移転した集落と、一部分だけ移転したところでは、 
地域のつながりが維持されたところとそうでないところがある 
 
・移転した世帯よりも、集落に残った世帯が生活の維持が大変 
 
・全世帯が移転したところは、集落で話し合って決め、 
一部移転したところは役場が世帯ごとに聞いてまわったところ 
が多い 
 
・移転地が隣の集落になったりした場合の調整が難航することも 
ある。 
 
・移転した土地に住宅を建てたローンの負担が大きいと 
感じる世帯が多い 
 
 

33 

集団移転 （旧山古志村 楢木集落） 小規模住宅地区改良事業

34 

集団移転 （旧山古志村 楢木集落） 

実際に地縄を張って集落の配置図 

を検討するワークショップ 

計画づくりに一工夫することで、 

住みやすい集落に。 

住まいの再建の工夫 

払下げ可能な復興公営住宅 
 
 
同じ集落の人達が住む場所 
につくった公営住宅 
 
 
 
地元の材料を使用したり、 
地域に溶け込む住宅 

36 

柏崎市立柏崎小学校 
に設置された福祉避難所 

第二回授業　資料（災害復興事例）
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生活機能が低下した高齢避難者を地域のケアマネージャーが探し出し福祉避難所
が受け入れる取り組み。通常130名程度の高齢者を対象としたデイケアサービスを
提供する施設のサービス中に地震が発生 
 
ピーク時23名受入れ 4/15現在では7名の高齢者とその家族12名が生活 
町外二次避難をした高齢者には、ケアマネージャーが避難先ベットを手配 

歌津老人福祉センター 
 デイケアセンター福祉避難所  

福祉避難所（ 南三陸町） 

（避難者・施設管理者の許可を得て撮影） 

阪神・淡路大震災 

震災当日６時 六甲台より 震災当日７時 六甲台より

震災当日８時 六甲台より

第二回授業　資料（災害復興事例）
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神戸市役所の被害 ワンフロア全体がつぶれた

2012/3/5 47 

まちづくり協議会 
     の取組み 

まちづくり条例 
(1981年制定）で 
まちづくり協議会よる、 
「まちづくり構想」の 
市長への提案権 

震災後、神戸市だけで 
100程度のまちづくり 
協議会が活動。 

第二回授業　資料（災害復興事例）
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産業・住宅・くらし・地域の復興 
 

2012/3/5 49 

産業の復興 くらしの復興

住宅の復興 集落・地域の復興

みんなで考える町の
復興

避難所（1995.1～1995.8）
 最大で1,239ヶ所 319,638人

阪神・淡路大震災時の避難所

メモリアル （神戸市東遊園地公園） 

神戸ルミナリエ 

１・１７希望の灯り 阪神・淡路大震災 慰霊と復興のモニュメント 
神戸市内外の震災犠牲者の名前が掲示 

１・１７の集い 

DRI 

54 

第二回授業　資料（災害復興事例）
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語り継ぐ（人と防災未来センター） 
 

外観 展示：被害や避難生活などの写真・もの 

体感シアター 原寸ジオラマ 

DRI 

55 

語り継ぐ（人と防災未来センター） 
 

資料室 

減災 
ワークショップ 

ボランティア・語り部 

2002年4月開館  
・入館者（平成22年）502,865人 
・運営ボランティア：163名（語り部44名、 
 語学48名、手話2名、展示解説69名） 
・ 震災関係一次資料数：177,027点 
 ＜資料収集＞ 
・兵庫県による資料収集  ・1995年12月～ 21世紀ひょうご創造協会に委託  
・資料収集員３名による資料収集の開始  ・2000年～2002年 兵庫県による大規模震災資料  
 所在調査（400名の資料収集員） 
 

DRI 

56 

語り継ぐ（サイン 断層保存等） 
 

奥尻島（堤防） 神戸メモリアルパーク 

北淡震災記念公園（断層記念館 断層上の家を保存・屋内も公開） 

DRI 

57 

四川大地震 

2008年5月12日14時28分（現地時間）  
 四川大地震（汶川地震） 震源地映秀鎮 

死者は約９万人、震源地の汶川県映秀鎮の死者、行方
不明者は全人口1万人の約8割の少なくとも7,700人に
上った 

 
四川大地震 北川県城 まるごと都市移転・震災遺
跡 

第二回授業　資料（災害復興事例）
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四川大地震 北川県城 まるごと都市移転・震災遺
跡 

 
四川大地震 北川県城 まるごと都市移転・震災遺
跡 

南三陸町の復興まちづくり 

南三陸町 復興まちづくり 

市民による計画策定会議 
（重点プロジェクトの選定） 

地区ごとの市民懇談会 
（地区ごとのまちづくり方針について検討） 

地区ごとのまちづくり検討 
（具体的な移転場所や土地の取引などにつ
いて話し合う） 

学識者による計画策定会議 
（復興計画をとりまとめる） 

全町民への意向調査 

市民による計画策定会議市民による計画策定会議

復興計画 

復興まちづくり復興まちづくり

事業計画 

・公営住宅はいくつ必要か
・どのくらいの面積造成するのか

国に予算要求

地域懇談会 23箇所で実施 
（町内の各施設 登米市の避難所など） 

ひとりひとりの意見をまと
めていく。

• 地元地権者との打合せ 
• 事業手法の制度についての説明 
• 道路整備と集落再建 

集落での話し合い 

具体的な移転先の
土地も相談。

第二回授業　資料（災害復興事例）



106

■今後の居住場所を選択する際に重視すること 
「津波に対する安全性」を６０％で最も多く、次いで「病院や福祉施設の近いところ」（４４％）や
「買い物などが便利なところ」（３１％）が多い。 

希望する仕事場 
■今後の仕事 
・町内での就業意向が８１％。 
・第１次産業のうち、「農業」の継続意向は９３％、「漁業・養殖業」の継続意向は９０％。 

今後の住まい 

■今後の居住意向 
・全壊で「今まで住んでいた敷地」に再建したい世帯は１割にとどまる。 
・大規模半壊・半壊では、半数以上「今まで住んでいた敷地」が半数以上となる 

災害に強いまちの要素 
■自然災害に強いまちづくりのために重要だと思うこと 
・「住まいの高所への配置」が６０％と最も多く、次いで「学校・病院・庁舎などの高所への配置」
（５８％）や「水道・ガス等のライフラインの強化」（３５％）が多い。 

■今後の住まい 
・「持家（一戸建）」が８０％で最も多く、次いで「公営住宅」（１２％）が多い。 
・志津川地区で「公営住宅」（１９％）が多い。 

町民アンケートの結果 
希望する仕事場 

■今後の仕事 
・町内での就業意向が８１％。 
・第１次産業のうち、「農業」の継続意向は９３％、「漁業・養殖業」の継続意向は９０％。 

南三陸

町内で

働きた

い 
81% 

南三陸

町外で

働きた

い 
18% 

働けな

い・働き

たくない 
1% 

93% 

76% 

90% 

81% 

74% 

5% 

24% 

10% 

19% 

25% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

農業 

林業 

漁業・養殖業 

第２次産業 

第３次産業 

町内で働きたい 町外で働きたい 

南三陸町 居住場所の希望 
■今後の居住意向 
・全壊で「今まで住んでいた敷地」に再建したい世帯は１割にとどまる。 
・大規模半壊・半壊では、半数以上「今まで住んでいた敷地」が半数以上となる 
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南三陸町内 南三陸町外 その他 

2091 

  56 

 617 

 322 

  48 

現地再建 １０％
町内移転75% 町外10％

クロスロードゲーム 
ふりかえり 

 
ワークシートに記入しましょう 

第二回授業　資料（災害復興事例）
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��� 第二回授業ワークシート   

お名前                    

１）今日の話や、クロスロードゲームで、一番印象に残ったことは何ですか。 

それはなぜですか？ 

 

 

 

 

 

２）１０年後の自分は、＜どこで＞、＜どんな暮らし（仕事など）＞をしてい

ると思いますか？ 

 

 

 

 

 

３）１０年後、戸倉・南三陸町とどんなふうに関係がつながっていると思いま

すか。 

 

 

 

 

 

４）これからの町の復興について、知りたい・調べたい、やってみたいと思う

ことは何ですか 

 

 

 

 

５）今、一番したいことはなんですか。今、一番心配なことは何ですか。 
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新潟訪問 ワークシート       名前：           

 
山古志の復興公営住宅（自ら再建が難しい世帯）を見学して感じたことを書い

てください。 

 
 
 
 
 
 
 
戸倉での（自分で再建する世帯の）住宅や、復興公営住宅は、どんな形式やデ

ザインが良いと思いますか。場所はどこ（各集落、便利な市街地のなか等）が

良いと思いますか。 
 
 
 
 
 
 
山古志の集落の復興のお話を聞いて、印象に残ったことを書いてください。 

 
 
 
 
 
 
山古志の集落の復興のお話の中で、南三陸町や戸倉地区の復興に活かせそうな

アイディアがあったら、書いてください。 
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高齢者や障害者などが、安心して住めるような復興まちづくりには、どんなこ

とが必要だと思いますか。 

 
 
 
 
 
 
若い世代や、小さい子供がいる世帯が、安心して楽しく暮らせるようなまちづ

くりには、どんなことが必要だと思いますか。 
 
 
 
 
 
 
地震の後、集落や地区を離れた人々と、もとの土地や人間関係のつながりにつ

いて感じたこと、考えたことを書いてください。 

 
 
 
 
 
 
その他、今日見たことや感じたことなどをメモしておいてください。 
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被害が甚大で集団移転事業を実施する小規模自治体における被害が甚大で集団移転事業を実施する小規模自治体における
未来を担う若い世代の復興計画への参画手法に関する研究未来を担う若い世代の復興計画への参画手法に関する研究

（最終報告会資料（最終報告会資料 2012.3.122012.3.12））

石川永子 （ひょうご震災記念21世紀研究機構）

澤田雅浩 （長岡造形大学）

照本清峰 （和歌山大学）

研究協力：定池祐季（北海道大学） 薬袋奈美子（日本女子大学）

石塚直樹 筑波匡介 樋口勲（中越防災安全機構）

村上大和（三菱総合研究所）

本研究の背景と目的本研究の背景と目的
東日本大震災 沿岸市町村では

若い世代の流出・人口減少が懸念されている。

コミュニティの繋がりが強い半面、壮年・老年世代といった地元の有力者の意見
が中心になって、復興計画の市民参画が行われる傾向。

中長期的にまちの未来を担い 地域をリ ドしていく十代の若者に中長期的にまちの未来を担い、地域をリードしていく十代の若者に

「自分達が町をつくっていく、担っていく」意識・復興参画

「若い世代が住みたい・愛着を持てるまちづくり」 が重要

地域構造の大きな変化が予想される被災自治体の復興計画（地域計画）への
若い世代の参画を促すプログラムの構築

東日本大震災の他の被災地でのプログラム活用
災害発生前に復興まちづくりを考える訓練プログラムへの応用

※ 実�した�ー�シ�ップの意見と大人がつくる復興計画と・地域の計画との比較
※ ���ではなく、多くの学校で�ってもらえる�うなプログラムへ

南三陸町の復興計画プロセス、移転、
地域構造の変化の整理（支援・研究）

被災地中心部の中学校
（志津�中学校）・・・�

被災の振返り、
ケア、防災教育

��市で避難生活・授業
の中学校（戸�中学校）

復興まちづくり案

作成 ・・・�

①

被
災
地
全
体
の
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興
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に
移
転
事

化
と
課
題
分
析

②

被
災
地
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い
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代
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復
興
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画

事
例
の
整
理

③

被
害
甚
大
な
小
規
模
自
治
体
の
復
興

南三陸町の復興の位置づけ

��学習

中越地震（山古志等）の被災地の見学

プログラムの効果の分析（振り返りシート等）

事
業
）
計
画
の
整
理
・
類
型

画
へ
の
参
画
、
防
災
教
育

興
計
画
策
定
の
課
題
整
理

�来へ前向きにすす�力
�実を�しく�る、出会い

広域避難、復興関�情
報��、�来の�らし�

抽出した意見と（大人
の）復興計画との比較

他の被災地での活用：
��学習で活用できる
プログラムの�案

�前復興まちづくりへ
の応用：若い世代の参
加・津波から復興版

南三陸町南三陸町 復興計画策定プロセス復興計画策定プロセス

町民会議での計画策定会議町民会議での計画策定会議
（重点プロジェクトの選定）（重点プロジェクトの選定）

学識者による計画策定会議学識者による計画策定会議
（復興計画をとりまとめる）（復興計画をとりまとめる）

復興計画復興計画

事業計画事業計画

地区ごとの市民懇談会地区ごとの市民懇談会 （７月）（７月）
（地区ごとのまちづくり方針につ（地区ごとのまちづくり方針につ
いて検討）いて検討）

地区ごとのまちづくり検討（随時）地区ごとのまちづくり検討（随時）
（具体的な移転場所や土地の取引な（具体的な移転場所や土地の取引な
どについて話し合う）どについて話し合う）

９月末に素案がまとまる９月末に素案がまとまる

全町民への意向調査全町民への意向調査
（高台移転等の意向）（高台移転等の意向）���位の会�や、町民会議で、町民の意見を盛り��だ計画になっ

ているが、比較的高�な人、有力者（��区）や��の代�者が多い
→十代の若者や、若い��ミリー世�の意見は�り入れにくい

①被災市街地の中学の防災教育①被災市街地の中学の防災教育
教員研修教員研修

北海道大学北海道大学 助教助教 定池祐季氏定池祐季氏

被災した中学校の様子や心理、進路選択への影響について被災した中学校の様子や心理、進路選択への影響について

震災前から�心に防災教
育。教員が��・�み。
今�を教える�生徒にど
う�したら�

奥尻で被災したときのこ奥尻で被災したときのこ
と、中学校の様子、と、中学校の様子、
中学生の心理中学生の心理

大学を卒業して会社員大学を卒業して会社員
になったが、になったが、

どうしても消防士になりどうしても消防士になり
たくてチャレンジたくてチャレンジ

今までの奥尻島の復興今までの奥尻島の復興

を、多くの被災者へのイを、多くの被災者へのイ
ンタビューで追い続けたンタビューで追い続けた
研究を紹介、メッセージ研究を紹介、メッセージ

全校生徒研修
神戸市消防局予防部予防課神戸市消防局予防部予防課 竹中竹中 邦明氏邦明氏

「高校生で被災してから現在までの道のり」「高校生で被災してから現在までの道のり」

被災した中学生の進路や自分を振り返る被災した中学生の進路や自分を振り返る
ためのきっかけとして話をしたためのきっかけとして話をした

�世代で被災し、��を
前向きに活かした��の
�みから、自分の今後を
みつ�る。

阪神大震災後の学校の阪神大震災後の学校の
様子、高校生で被災し様子、高校生で被災し
たときに思ったことたときに思ったこと

○ 被災地外に校舎を移転している中学校
（広域避難・半数が町外の応急仮設住宅・県借上住宅等から通学）

○ 校舎が被災、来年度から町内の別の中学校舎で授業

→ 復興まちづくりに関する情報が入りずらい。焦り。
→ 半数が町外で生活し、町の変化を感じられずにいる
→ ふるさとは大好きだが、実際は高校を卒業したら、町外で生活したい生徒が多い
→ 独立心が旺盛な地区。絆や地区への愛着は深い

②町外に通学する中学生の②町外に通学する中学生の
復興まちづくり学習（戸倉中学校）復興まちづくり学習（戸倉中学校）

○分析・考� ○研究成果の活用
１）��学習プログラム：効果分析
→��実��イド�ッ�

２）��移転を�う復興まちづくり：
若い世代の論�・意�
→大人の計画との比較
→計画に����な�内�抽出

○ ステップ１：
全校まちづくりWS
※まちづくりカレンダー
※町の復興地図（１）

○ ステップ２：
��学習・
�ロスロードゲーム
※ふりかえりシート
※ゲームの議論

○ ステップ３：
��前学習
（中越の住まい

��復興）
※町の復興地図（２）

○ ステップ�：
中越��（見学・��・まと�）
※１日目ふりかえりシート
※まちづくり学習 感想文
※町の復興地図（３）

議
論
の
深
ま
り→

復
興
地
図
の
変
化

各
回
の
意
味→

議
論
・ふ
り
か
え
り
シ
ー
ト

全
体
構
成
・若
い
世
代
の
意
見→

感
想
文

分析��
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戸倉の復興を考える全校WS（10月）
○ ステップ��戸倉地区の好きなところは？

住んでいた戸倉地区の良さと、自分達の思いでを重ねる

○ ステップ��みんなの�レン�ーづくり
これから��年、どんな�らしをしているでし�う？

震災で大変な日々のなかでも、将来の自分のイメージする（まちとの関係）

○ ステップ３�まちの�レン�ー、地�づくり
これから��年、町はどう変わっていくでし�う？

震災後あまり足を運ばなくなっている生徒もいるので、まちの復興が
どんなふうにすすむか、イメージする

残る人は便�な施設、出る人は変わらないまちを�める��。
全体として「こうしてもらいたい」「こんな施設がほしい」要望多。

若い世代のジレンマ クロスロードゲーム(1)

あなたは高校３年生です。
両親が「町に残って、地
域の復興の力になるべ
きだ」といいます。
町に残りますか？

○ ステップ����や中越等、復興まちづくりの事���
自分達の地域との共通課題は何か？実際の復興の道のりをたどる

○ ステップ��復興��のジレンマ。�ードゲームから本音の議論
（オリジ�ルの質問�あえて��な質問で��かける）

生まれ育った町は大好きだけど、高校を卒業したら都会に行きたい。
震災前とかわらない戸倉に。でも、若い世代に魅力的なまちにしないと。。。

○ ステップ３�ワークシー�でふりかえり
かなり本音炸裂の議論になったので、自分の意見をもう一回考えてみる

A班 （���1�、 No��）

No「協力したいけど、自分のやりたいことがあ
るし。悩むよね」
N 「自分 夢 職業に就 から ボラ

B班 （No�1�、�は ����）

���「お兄ちゃんは帰ってこないから、家に
残んなきゃいけない。 」
���「家あるし。残れるし。長男だし。」
���「絶対、親はこんなこと言わないと思う。

○感�（�り�りシー�より）
・この質問は迷った。実際に親から言わ
れたら悩むと思う。

・すごく悩んだけど、自分のやりたいこと
のためには、仕方がないかなと思った。

自分の将来�と家�・地域・�全性・・・��と模索

No 「自分の夢の職業に就いてから、ボラン
ティアでくれば良い」
No�「何もないし、津波があるから、住むのは
嫌だ。」
No�「親に決められたくない。束縛ムリ」
���「年寄りに復興は無理なので、高校あが
りの若い力が必要だから。
エンジニアになりたい。」

��� 絶対、親はこんなこと言わないと思う。
好きなことやれって。」
���「親に言われたらYESかな。今まで育っ

てきた町だし。」
No「町に残って、病院・郵便局・漁港をつくる。
高台へ移転させる」

C班 （�����、No�� ）

���「全員NOだと、若い人が誰もいなくなり、やる人がいないから。」
���「そこで育った人でないと、もとの風景がわからないから、やらねば」
No「まちの復興は、残らなくても町の外からでもできると思ったから。隣市から

車で通えば、がれきを片づけたり、まちの計画を考えられる。」

若い世代のジレンマ クロスロードゲーム(2)
戸倉地区の集落を全部なくして、全員
まとまって高台に移転したら、近くに
スーパーやコンビニやレンタルビデオ
などの店や診療所などの医療施設が
ある商業センターが近くにできるときき
ました。でも、集落や漁港や自然はもと
とは全然違うものになりそうです。その
案に賛成しますか？

B班

���「子供がいるなら便利なほうがいい。過去ばかり見
ていては前にすすめない。 」
No「集落を全て統合するのは、賭け事的。」No「地区内
に商業センターをつくっても、少子高齢化で、つぶれて
しまうのではないか。」
No「集落を全て統合するのは、賭け事的。」
「漁業をやっている人は無理。沖だしするから」
「最近、山のほうに、コンビニとか増えたよねぇ」

もとの風景・�便性・�の�全性への��・・・。
（��な質問に対して）どうするか本音の�し合い。

A班 （�����、 No���）

「この質問、めっちゃ、むずい・・・」
���「被災を機に便利で住み易く。だんだん
慣れるはず。医療施設欲しい」
No 「（大開発すると）維持できない。整った
環境で育つ子は津波が再来しても１からまち
をつくる力がない。」
No�「自分の老後のんびり暮らす環境」
No�「高齢者は前の感じが良いから」
「町の外に出るなら、そこそこ栄えて、海がな
くて、のんびり出来る所が良い」

C班 （�����、 No���）

���「子供の安全を守る責任がある。 」
No�「戸倉のよさは田舎であること、原型がなくな
る。利便性を求める人は、隣市に住めば良い。
そんなところは、どこにでもある。」
No「高���には��。でも、�ー�ーやコンビ
ニが�つか�りに、地�が全��うものになっ
てしまうのは、�����。�所もこんなことは
�えていないと�う。
この質問自�、ありえない。」（A�）

○感�（�り�りシー�より）
・A君の意見が印象に残った。熱くなりなが
らも、とてもよい意見を発表していた。
・Yes Noを出し合って、みんなの意見が聞

けた。みんな真剣に考えていて、真面目に
発言しているのが印象に残った。

集落の絆、集落の移転、家の再建。

実際に見にいこう！
○ ステップ��集落の復興をた�さわった方にお�を聞こう�

自分達の地域との共通課題は何か？実際の復興の道のりをたどる

○ ステップ��集落移転や戸建復興住宅を見�しよう
もとの集落を見下ろせる高台に移った集落。地元の木材を使用して建て
られた一戸建のモデル住宅や長屋式公営住宅。みて、感じて、議論して。

○ ステップ３�中越の復興で大切だったことをもとに、戸倉のまちづ
くりについて再�考えてみる

「他の地域をみることで、自分達の地域について気づくこともある」
「○○が建ってほしい」だけでなく、より主体的な関わりの模索。
地域の産業などについても考える機会となった。

他の地域を�ることで、自分の地域を��的にみる機会に。
復興の道のりを見ることで、�体の議論や前に�む力にも。

中越の集落の復興で大切だと思うこと

気持ち系

復興公営住宅が環境
などを考えて建てられ
ているし、その地域の
材料を使っていていい
なと思った。今後も考え
ていた。

山古志の木を使い家を

風景などに合うような家
のデザイン

家 系

雪が多いが、
寒さは変わら
ない。溶けた
らどうなるんだ
ろう。

雪が多い

錦鯉がおいしそ
うだし、もようが
きれい。

印象系

後世へ

地域のコミュニティー
を活性化される

近くの人たちとコ
ミュニケーションを
とれる場所をつくる

人と人とのコミュニ
ケーションが必要
だと思う。

あまり村を変えないようにしている。

集まれる場所をつくる

つながり系

地域ごとの行事等
の大切さ

復興への思いが強い。

故郷が好きという
気持ちが強い

故郷の事が好きで、
できれば、はなれたく
ないと言っている。

住民の方々
の団結力が
強い

地域のつな
がりが強い。

村の人みん
なの団結力
が 強 い と
思った。

人とのつながりを大切にする。

山古志の木を使い家を
建てている。

その地域の特徴をつかん
だ復興が大事。

高齢者や障害者のた
めに、バリアフリーの
町づくりも重視する。

自分たちの体験
を外から来た人
や、これからの
若者などに伝え
たり、のこしてい
る。

後世へ

復興と復旧の違い

元に戻す→復旧、
新たに再建する→復興

違い系

仮設住宅に住
んでいる人が
暇にならないよ
うに土いじりを
取り入れる。

希望を失わさせ
ないように目標
を立てる。（小さ
い目標から）

地震前よりも住
みやすくしよう
としていた。

 
 
 
 

 

いろいろな人に戸倉

の文化や伝統を知っ

てもらう 

地域のお祭りを

伝えていくための資料館の

ようなものを建てる 

津波の被害を受けた建物

か物などを、安全が確認

されたものであれば出来

るだけ残し観光客にみて

震災のことを残す 

資料館の建設 

防災公園 

記念館 

��ち系

中越見学後、戸倉のまちづくりを再度考える

 

 

 

戸倉の好きなところ 

すべてチャリで行ける、近い。食べ物が美味しい。 自然が多い。 海産物が豊富でたまに高級なものが食べられ

る 海が近く漁業が盛ん 静か 住みやすい 夜がとても静か 星がキレイ 水が美味しい 

サンポート２号 

映画館 

全校ワークショップ（10月）

第３回授業（2月）

中越視察（3月）

風景・環境に合っ

た住宅を建てる 

南三陸町を好きになる 

また帰ってきたい町にする 

目標をたてる 

土いじりを

取り入れる 

お茶会な

どの計画 

希望をもたせる
いい道路をつくる。

広い、近くなる 

地域のお祭りを 

再開させる 

海いじり 

かいこうを開く！！ 

海水浴場を増やす 

家を建てるなら

戸倉の風景を変

えない家 

道路 

やすら�系 

家系 

お祭り 

S�� 系 

��ち系

��を重ねるごとに、自然に「やってほしいこと」
→「地域でやってみたいこと」や、�体的な�案に変化。

 

 

 
 

志津川と歌津を仲良くさせる 

戸倉の木を使った復興住

宅をつくってほしい。 

（移転する場所に） 
さくら屋 

（ラーメン）

海洋自然の家はそのまま

あってほしい 

移転した地区までの 

最短距離の道をつくる

うどん屋さんが欲しい
役場（の支所）

本屋 

波伝谷も 

ゴルフ場跡地に

移転したい 高台に 

小中学校を 

建ててほしい 祭り・行事 

町をまわるバス

増やす 

小さくていいから 

病院がほしい ウジエがほしい 

スーパーがほしい 

記念館を建てる 

高台 クボがほしい

第３回授業（2月）

※赤字は、建設してほしい施設等 内発的なプロセスを大切にする
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分析・考察分析・考察(1)(1)
中学校の中学校の�合学����ラ�としての意��合学����ラ�としての意�

○ 若い世代の復興まちづくりへの関心・参画を促す機会として
「地域にとどまってできること」「地域外からかかわれること」

→ 「地域に留まって、復興の力となる人材を」と決めつけず、若い世代の
将来の夢やビジョンに寄り添いながら、「町の外から」「町の中から」
復興にかかわれる機会を考える。（内発的なプロセスを大切にする）

→そうすることによって、本音で熱い議論をすることができ、友達の意見を
聞いてそれぞれの考えを深められる。

○ 復興まちづくりを考えるためのイマジネーション力を掘り起こす機会として○ 復興まちづくりを考えるためのイマジネ ション力を掘り起こす機会として
学習とワーキングによる計画の変化の過程

→当初は、「○○が建ってほしい」といった意見が多かったが、ワークショップを重
ねるごとに、具体的な地域の魅力を育てつつ、現実的に若い世代が住みやすい
町について考えられるようになった。

→高校卒業後、町を出たい人は「いつまでもかわらない故郷像」を描き、
町に残りたいと考える人は「若い世代が住みやすく集まってくるような、便利さ」を
強く求める傾向がある。

○ 他の事例を学び、自らの地域の復興を考える機会として

→他の地域を実際に見ることで、自分の地域の特徴や大切なことに気づく。
→具体的な復興の道のりを知ることの大切さ。

分析・考察分析・考察(2)(2)
集落移転を��復興まちづくり：若い世代が��する意�集落移転を��復興まちづくり：若い世代が��する意�

大人の論点 �代（中学生）の論点

移動圏域
人口減少

生活圏内（車）の内陸部への移動。住宅再
建時期の見通しが立たないと、サラリーマ
ン子育て世代の転居が加速。

将来の夢の為、高校卒業後、町を出たい
（行き先は未定だが都市部）割合は高い。
年に何度か帰る。（実家は町内に再建を前
提に話している？）

復興への参加の
機会

復興計画：比較的高齢の参加者が多い
住宅再建：世代にかかわらず説明会に参加
集落部話し合い：意思決定は財産区会員が
中心（共有地）

参加方法は、町内で働く（消防士・町職
員・エンジニア等）、復興の話合い参加や、
（特に町外から）ボランティア、地域行事
参加など。参画のイメージがわかない人も。

地域への愛着・
つながり

集落部は親せきのつながり非常に強い
漁村部は集落ごとの独立性が強い

地域への愛着は強い。小中の同級生のつな
がり 地域芸能 地域行事（特に祭り）のつながり 漁村部は集落ごとの独立性が強い

漁業や関連産業を通した産業つながり
がり。地域芸能・地域行事（特に祭り）の
継続・伝承への意欲。「地域を出た人も集
まれる日をつくる」自分の将来と町への愛
着への葛藤

高台移転の是非

論点

高台移転に関する反対はほとんどない（高
台か内陸か？）
論点は①移転先の立地、②移転単位（集落
ごと？統合？）③提供される土地面積・時
期

集落を集約して商業施設などを誘致するこ
とには肯定的だが、過度な期待がせず、現
実的。高齢者を集落で見守る大切さ（公営
住宅の立地等）を指摘。生まれ育ち集落を
知る人が地域復興に参画する大切さを指摘。

求めるまちづく
りの傾向

①市街地と集落 ②漁業・関連産業か会社
員か ③公営住宅を希望するか で、住宅
再建希望時期、まちづくりの優先度が異な
る

まちを出たい人は、震災前と変わらない故
郷、まちに残る人は、道路や施設など利便
性や若い世代や子育て世代が暮らしやすい
利便性を求める傾向がある。

メモリアル施設
等

防災庁舎をはじめとして、議論しにくい雰
囲気。辛い思い出忘れたい

災害の伝承：比較的前向き。（町内の学校
は未確認）

○ 若い世代の復興まちづくりの参加に関する論点

①世代の移動圏域と十代の移動圏域の違い

②地域外に暮らす若い世代の地域との無理のない持続的なつながり、
復興に関する活動への参加の仕組みづくり

③若い世代の、家族・土地への愛着と、自らの将来を考える間での葛藤について
議論する機会づくり

分析・考察分析・考察(2)(2)
集落移転を��復興まちづくり：若い世代が��する意�集落移転を��復興まちづくり：若い世代が��する意�

議論する機会 くり

④大人の理想像にとらわれない自由な発想を活かしつつ、事例や議論を重ねていくこと
で、議論が深まるプロセスデザイン

⑤復興の多様性を知ることの重要性

⑥復興の議論が「将来に向って前にすすんでいく力になる」と広義の心のケアの効果

他地域での活用他地域での活用

○ 他地域でも�えるように、��実施ガイドブックにまとめていく
戸倉中学の事例をもとに作成。

研究成果の活用（１）研究成果の活用（１）

※今後は、地域性に合わせたオプションのプログラムなど、可変性のあるものも追加し、教育現場や
地域のニーズにあわせて、教員や支援者がアレンジできるようなプログラムになるよう、改善していく。

※被害が大きく、まだ、復興まちづくりを考えられる状況ではない
学校には、「被災から現在までをふりかえる版」「これからの将来を考える版」も考えられる。

ガイドブックのなかの１頁（例）

事前復興まちづくり訓練での活用の可能性（今後の課題）事前復興まちづくり訓練での活用の可能性（今後の課題）
○ 復興まちづくり��訓練 現在までの�組みと課題

現在、東京都等で実施されている「事前復興まちづくり訓練」は、災害が起きても復興まちづくりの為に可能な限り地域に留
まって乗り切れるよう、災害が起きる前に、地域の災害時の助け合いや、仮住まい、住宅再建を地域で考え、復興計画を考え
ておく力を育てる訓練を行うプログラムであり、行政職員用と市民用がある。ただし、市民用も実際の参加者は、自治会の役
員など、高齢者が多く、より多様な世代が参加するための工夫が課題となっていた。

研究成果の活用（２）研究成果の活用（２）

○ 復興まちづくり��訓練 津波被災地の復興まちづくり版

○ 復興まちづくり��訓練 若い世代の参加版

津波地域づくり法では、復興だけではなく、減災まちづくりにも適用される。

戸倉中の全校生徒ワークショップで行った「復興カレンダー」の議論をもとに、津波被害後の地域の復興について事前に地
域で検討たり、現在の地域の津波被害に対する脆弱性をチェックして、中長期的なまちづくりの方向性を考える減災まちづく
りに活かすプログラムをつくることが可能であり、今後、実践研究を通してつくりあげていきたい。

広域災害や過疎地域など、災害を契機に震災前に暮らしていた地域から転出する世帯も多い。また、このような地域は、
十代の若者が高校卒業後に都市部に転出してしまう傾向が強い。こういった地域で災害の発生が予測されている市町村
で、若い世代に地域の将来について考えてもらうきっかけとして、災害後の復興まちづくり計画を考えてもらうプログラムを
実施することが有効であると考えられる。災害後の復興を考えることは、20～30年後を見通した地域像を考えることにもな
るので、地域の世代間の対話の機会としても意義がある。




